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Ⅰ．DGのビジネスモデル・戦略
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3つのコアテクノロジー

IT/MT/FTの3つのテクノロジーを駆使し、
新たなビジネスコンテクストを社会実装する
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DGグループのコンテクストデザインと社会実装の歴史

1995年の創業以来、マーケティング／決済をベースに、最先端のテクノロジーを社会実装し、
最新のインターネット事業を構築してきた。次世代は、Gen AI／web3等にフォーカス
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決済プラットフォームと次世代事業のOverview

決済プラットフォームを軸とした “DG FinTech Shift”戦略を継続、収益のリカーリング化を強化
次世代テクノロジーの社会実装 / Blockchain、Gen AI等による非連続な事業創出

Ⅰ
Ⅱ

決済事業の優位性と成長をもたらす、相乗効果
のある戦略事業をフィンテックを中心に拡大

決済プラットフォーム

フィンテック
金融事業

マーケティング
DX事業

決済プラットフォーム

web3/Crypto
関連事業

投資インキュベーション

戦略的JV
Ⅱ 非連続事業の育成

Ⅰ  決済プラットフォームの
継続的な育成

革新的テクノロジーがもたらす
非連続なグローバル事業の創出と決済の融合

Blockchain / Gen AI
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“DG FinTech Shift”戦略のOverview

持続可能な社会に向けた“新しいコンテクスト”を
デザインし、テクノロジーで社会実装する

インターネットビジネスインキュベーションによるデジタルエコシステムの拡大と
Fintech Platform Solutionの提供による持続的な価値創造を通じた事業成長を追求

Context Company

Fintech Platform Solution

＜Digital Ecosystem Context Design＞

Global
Investment Incubation R&D
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Ⅱ．連結業績ハイライト
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2024年3月期第1四半期 決算ハイライト

• 中期経営計画初年度である24.3期1Qの連結税引前利益は、62億円（前年同期比▲44.8%）

• 前1Qに計上した為替による公正価値評価益の反動減が主因となり、連結業績は減益となったものの、
中期経営計画の目標であるPSセグメントの業績、GIIセグメントのキャッシュ創出が順調に進捗

▶PS ：決済事業が牽引し、税引前利益は前年同期比23.7％増、今期計画に対し順調に推移
▶LTI：新たな事業領域の創出に向けて、新規事業への先行投資を継続
▶GII：保有株式の売却収入およびファンドからの分配金により22億円のキャッシュイン

中期経営計画の進捗

 B2B決済サービス「DGFT請求書カード払い」の取扱いが順調に拡大
▶JCB、オリコ、ダイナースクラブに続き、カカクコムが提供する「食べログ仕入」、
りそな銀行の店舗にて新たに取扱開始

 端末レスのキャッシュレス決済サービス「CloudPay Neo」提供開始

 次世代不動産取引のDXエンゲージメントプラットフォーム「Musubell」においてパートナープロ
グラムを始動、不動産業界全体のイノベーションを推進

 次世代技術を活用した“ユーザーエンゲージメント”戦略事業会社をカカクコムと設立（’23年7月）

1Q業績サマリー
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“DG FinTech Shift”戦略 – 今期の進捗とハイライト

23年 8月 • 次世代不動産取引のDXエンゲージメントプラットフォーム「Musubell」
のパートナープログラムを始動、不動産業界全体のイノベーションを推進

8月 • 端末レスのキャッシュレス決済サービス「CloudPay Neo」を提供開始

7月 • B2B決済サービスの取り扱いをりそな銀行の一部営業店にて開始

6月 • B2B決済サービスを「食べログ仕入れ」のサービスメニューに追加

5月 • 欧米で中小事業者向けに急成長の早期回収スキーム「DGFT請求書カード
払い for 請求者」を提供開始

5月 • カカクコムと次世代テクノロジーを融合したスマートEC事業に関する合弁
会社の設立に関して基本合意

4月
• B2B決済サービスの利用範囲を個人事業主・フリーランスの方々へ拡大
• オリコの顧客向けにB2B決済サービスを提供開始
• B2B向け決済サービスをダイナースクラブ会員向けに提供開始

4月 • Crypto Garageにて、デジタルアセットカストディおよびOTC取引サー
ビスの提供を開始
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連結業績ハイライト – セグメント利益

・事業基盤であるPSは、決済事業が牽引し、通期計画(成長率15％以上)の達成に向け順調に推移
・LTIは、中長期的な成長を見据えた先行投資を継続
・GIIは、前1Qの為替による評価益の反動減があったものの、目標であるキャッシュ創出は着実に進捗

単位：百万円
23.3期

1Q
24.3期

1Q
前年同期比

(増減率) 概要

連結税引前利益 11,204 6,179 -5,025
(-44.8%)

• 前1Qに計上した為替による公正価値評価益の反動を受け減益
• PSの業績、GIIのキャッシュ創出が順調に進捗

PS 1,214 1,502 +288
(+23.7%)

• 通期計画15%以上の成長に向けて23.7%成長と順調に推移
• 決済取扱高は伸長し、マーケティング事業との連携体制構築
に注力

LTI 553 380 -173
(-31.3%)

• 新規事業群は、中期的収益の創出に向け先行投資を継続
• フィンテック関連事業の開発が進捗

GII 8,527 4,649 -3,878
(-45.5%)

• 保有株式の売却およびファンド分配金により22億円の収入
• 為替による評価益が前年同期比で減少したことにより減益

全社/
調整額 910 -352 -1,261 • 本社で保有する外貨建て有価証券の為替による評価益が減少
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重要指標ハイライト

KPI 単位
23.3期

1Q
24.3期

1Q 前年同期比 増減率

決済取扱高 億円 12,368 14,648 +2,281 +18.4%

非対面決済 億円 9,466 10,677 +1,211 +12.8%

対面決済 億円 2,902 3,972 +1,070 +36.9%

投資関連指標

営業投資有価証券 百万円 86,565 72,594 -13,971 -

投資事業収入※ 百万円 236 2,185 +1,949 -

新規投資額 百万円 864 1,078 +215 -

※投資事業収入：売却収入とファンド等からの分配金の合計

・決済取扱高は旅行関連が牽引した“非対面“、アライアンス戦略が奏功した”対面”ともに順調に増加
・投資事業は、保有株式の売却およびファンドからの分配金により22億円のキャッシュイン
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・投資事業と一過性の損益要因を除く「経常的な事業の業績」は安定して推移
・PSの継続的な安定成長を実現しつつ、LTIにおいて新規事業の創出に注力、中期の成長加速を目指す

業績推移（投資事業および一過性損益を除く）

（単位：百万円）

税引前利益（投資･一過性損益を除く）

5,695 5,733 5,885 6,197 
5,595 5,763 6,092 6,292 5,947 

941 1,035 
1,412 1,166 

1,264 1,143 
1,478 1,054 

1,204 
6,696 6,868 

7,449 7,615 
7,319 7,201 7,307 7,446 7,651 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

全社/調整額

LTI

PS

1,039 

439 

1,300 

1,055 

1,199 

947 

1,186 

1,008 

1,155 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

（単位：百万円）

収益（投資･一過性損益を除く）
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Ⅲ．セグメント業績ハイライト
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プラットフォーム
ソリューションセグメント業績 – プラットフォームソリューション

・決済事業は、非対面・対面ともに決済取扱高が順調に増加したこと等により32％増益
・マーケティング事業は、決済事業の強化と連携に注力する体制移行を推進中

（単位：百万円） （単位：百万円）

セグメント収益 セグメント利益

2,292 2,450 2,587 2,524 2,483 2,660 2,906 2,769 2,969 

3,403 3,283 3,298 3,673 
3,113 3,103 

3,186 3,522 2,977 

5,695 5,733 5,885 
6,197 

5,595 5,763 
6,092 

6,292 
5,947 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

マーケティング

決済

-4.3%

+19.6%

YoY

+6.3%

1,042 1,079 
1,231 

1,031 1,068 
1,257 

1,440 

1,132 

1,411 

292 249 

219 

330 
146 

341 

509 

512 
91 1,334 1,328 

1,450 
1,361 

1,214 

1,597 

1,949 

1,644 

1,502 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

マーケティング

決済

-37.5%

+32.0%

YoY

+23.7%
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ロングターム
インキュベーションセグメント業績 – ロングタームインキュベーション

・当社グループの中長期的な成長を見据えて、複数の新規事業に先行投資を継続
・カカクコムは、食べログ・求人ボックスが順調に推移

セグメント収益 セグメント利益

383 433 429 365 423 360 438 394 471 

558 
603 

984 

801 
841 

783 

1,040 

661 
733 

1,072 1,035 

1,422 
1,324 1,299 

1,163 
1,056 

1,233 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

一過性収益

持分法利益

事業収益

-190 -179 
-276 -301 -323 -369 

-467 -503 
-447 

558 603 

984 
801 841 783 

1,040 

661 733 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

一過性損益

持分法利益

事業損益

セグメント利益

-12.8%

+11.4%

YoY

（単位：百万円） （単位：百万円）4,168
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グローバル投資
インキュベーション

新規投資
+1,078

売却に伴う
簿価の減少
▲1,056

公正価値
(為替除く)

+181

公正価値
(為替影響)
+4,369

その他
+344

67,676

72,594

（単位：百万円）

営業投資有価証券 増減内訳

セグメント業績 – グローバル投資インキュベーション

1,087 百万円売却収入

分配金収入 1,098 百万円

2,185 百万円投資事業収入

・保有株式の売却およびファンド分配金収入により22億円のキャッシュを創出し、中期経営計画を推進
・営業投資有価証券残高は、円安進行に伴う公正価値の増加等により前期末比で49億円増加
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Ⅳ．決済事業/DGFTの事業概要とアップデート
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DGフィナンシャルテクノロジーについて

未来を、決済からデザインする。
ベリトランス株式会社と株式会社イーコンテクストを再編し、21年2月にデジタルガレージグループの中核事業
である決済サービスを推進する基幹子会社（完全子会社）として、 DGフィナンシャルテクノロジーが誕生。

フィンテックを活用した新しい金融エコシステムの創出に向け、高い可用性・機能・安定性の決済基盤を軸に
持続可能な社会に向けた新しいコンテクストをデザインしていきます。

セキュリティ

レコメンデーション BNPL

開発
（オフショア）

対面決済非対面決済

送金
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DGフィナンシャルテクノロジー 概要

会社概要

社名 株式会社DGフィナンシャルテクノロジー

所在地 東京都渋谷区

資本金 10億6,845万円

事業内容
決済情報処理サービス
収納代行サービス
送金サービス

登録事業
電子決済等代行業者登録（関東財務局長第25号）
資金移動業者登録（関東財務局長第00094号）
クレジットカード番号等取扱い契約締結事業者登録

認証

PCIDSS Version3.2.1
ISO/IEC27001
プライバシーマーク

参加団体

PCI Security Standards Council, LLC
社団法人日本クレジット協会
日本代理収納サービス協会
日本マルチペインメントネットワーク推進協議会
一般社団法人日本資金決済業協会
EC決済協議会

DGFT社 決算代行業の概況 （23年3月実績）

年間合計

5.3兆円
内）対面 内）非対面

4.0兆円

決済取扱高

1.3兆円

年間合計

9.8億件
内）対面 内）非対面

5.9億件

決済取扱件数

3.9億件

23/3末時点

95.4万
内）対面 内）非対面

11.7万

加盟店拠点数（23年3月末時点）

83.7万

主な子会社/持分法適用会社

アップタイム

99.99%
接続決済数 接続金融機関

1,000超

システムの状況（23年3月実績）

40種超

EC事業者向け
マーケティング
ツールの提供

在インドの
システム開発/
運用管理拠点

不正検知
ソリューション
の開発と販売

マルチ決済・マ
イレージプログ

ラムの提供

対面決済
ソリューション

の提供

後払い決済
ソリューション

の提供

株主 株主 株主 株主 株主 株主

DGFT: 100% DGFT: 100% DGFT: 100% 全日空商事: 51%
DGFT: 49%

東芝テック: 51%
DGFT: 49%

ニッセン: 51%
DGFT: 49%

DGグループの決済事業を支える基幹子会社（DG出資比率: 100%）
対面と非対面の両方を含む加盟店のあらゆる決済ニーズに対応するキャッシュレス決済ソリューション



Copyright © 2023 Digital Garage, Inc. All Rights Reserved 21

取扱決済手段と主な決済プロダクト

主な決済プロダクト

非対面加盟店向け
マルチ決済サービス

対面加盟店向け
マルチQRコード決済

サービス

対面加盟店向け
マルチQRコード決済

サービス

メールアドレスを活用した
口座振込/ローソン店舗での

現金受取サービス

予約システムと連携した
宿泊施設特化型の

決済サービス

不動産業向け家賃・初期費
用のクレジットカード

決済サービス

IVR決済

電話注文での
クレジットカード決済

ソリューション

メールリンク決済

決済画面URLの
メール送信による

決済サービス

セレモニーPAY

葬儀費用の支払いに特化の
葬祭事業者向け

決済・金融ソリューション

PoS向け
バーコード決済

PoSレジへのQRコード
の一括導入サービス

オムニPAY
EC/店舗決済を一元管理
可能なオムニチャンネル

決済サービス

不正検知サービス
不正使用防止・検知に向けた

不正検知ソリューション
（ACI、ReD Shield、Sift等）

特許出願中

特許取得済

クレジットカードからコンビニ決済まで、40を超える主要な決済手段に対応
特定の産業やユースケースに応じた決済プロダクトを保有し、加盟店が抱えるあらゆる決済需要に対応

取扱決済手段

クレジットカード JCB、VISA、Mastercard、American Express、
Diners Club

コンビニ セブン-イレブン、ローソン、ファミリーマート、
セイコーマート、ミニストップ、デイリーヤマザキ

ID/QR
au PAY、Amazon Pay、Bank Pay、J-Coin Pay
楽天ペイ、d払い、LINE Pay、PayPay、
Smart Code、merpay、ファミペイ、Apple Pay、
Google Pay、エポスかんたん決済、COIN+

キャリア auかんたん決済、d払い、ソフトバンクまとめて支払い

銀行 Pay-easy、楽天銀行、住信SBIネット銀行、
PayPay銀行

電子マネー 楽天Edy、Suica、nanaco、WAON

海外系 Alipay、Alipay＋、WeChatPay、PayPal、銀聯

Web口座振替 全国約290の金融機関
（都市銀行、ネット系銀行、地方銀行、信金）

その他 ベリトランス後払い、多通貨クレジットカード、
永久不滅ポイント
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決済システム概要

システムの特徴

Active-Active構成

双方向データ同期

複層的な冗長化

1

2

3

 同等性能の2ヶ所のデータセン
ターを設け、両方とも稼働

 災害時 /BCP対応を想定した、
800km超の遠距離拠点

 データセンター間で、1-10秒毎
に双方向でのデータを同期

 一方のシステムに障害が発生した
際も、ダウンタイム無く稼働

 データ層は12重ミラー構造
（DB基盤4台×ストレージ各3台）

 サーバ・ネットワークの冗長化し、
システム停止リスクを低減

運用・可用性の特徴

システム運用体制

システム監視体制

1

2

 日本とインドの2拠点体制で、
24/365のシステム運用・監視

 内製化による高品質 /迅速な監
視 ・ 運 用 対 応 と イ ン ド 拠 点 に
よる低コスト化を両立

 決 済 シ ス テ ム 全 体 を 対 象 に 、
リアルタイムで自動監視

 監 視 ア ラ ー ト が 上 が り 次 第 、
人的対応に迅速に移行

<23年3月期のシステム停止時間>
堅牢なシステムと運用/監視体制により、

業界最低水準の 年間20秒
（アップタイム:99.9994%）

DGFT 決済代行システム概要

双方向に同期する2つのデータセンターに加え、監視・運用業務の内製化により、システムリスクを低減
自社開発による障害発生時の迅速な対応に加え、オフショア拠点活用によるコスト優位性を追求

サーバー

加盟店 加盟店

バックアップ

サーバー

加盟店 加盟店

バックアップ

ストレージ①
ストレージ②
ストレージ③

データベース基盤 1

ストレージ①
ストレージ②
ストレージ③

データベース基盤 3

ストレージ①
ストレージ②
ストレージ③

データベース基盤２

ストレージ①
ストレージ②
ストレージ③

データベース基盤 4

10秒以内に
データを同期

10秒毎に
データを同期

データセンター1
（関東）

データセンター2
（九州）

システム運用・監視
（2拠点体制）（日本） （インド）
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加盟店の状況

特定産業や企業の景況感に左右されない、幅広い業界・規模の加盟店で構成された顧客ポートフォリオ
あらゆる業界・企業に対し、決済の導入から運用まで高い知見・経験に基づくコンサルティングが可能

業種別決済取扱高シェア (23.3期 通期実績）

5.3兆円

23年3月期
決済取扱高

最新の上位10業種 取扱高と取扱高成長率（24.3期 1Q実績）

取扱高シェア

取
扱
高
成
長
率
（

Yo
Y）

円の大きさ: 取扱高規模

総合小売

旅行系

情報通信

公金

施設・チケット

外食

家電・家具

ファッション

ホビー

デジコン

-20%

-10%

+0%

+10%

+20%

+30%

+40%

+50%

+60%

+70%

+80%

0% 5% 10% 15% 20%

16%

11%

10%

7%
6%6%5%

4%
4%

4%
4%

23%

総合小売 旅行系 情報通信
施設・チケット予約 公金 家電・家具インテリア
デジコン 外食 ファッション
ホビー 食品・飲料・酒 その他
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資本業務提携/パートナー企業

日本を代表する決済・金融・リテール事業者とのパートナーシップを構築
効率的な決済加盟店に向けた営業体制と変化する加盟店需要に則した新規サービスの開発を共同構築

資本業務提携
加盟店開拓に向けた営業連携と
新規決済サービスの共同展開
（DG株式の約5％を保有）

資本業務提携
対面決済の提供を目的とした

決済JV「TD Payment」の共同運営
（相互に株式の約2%を保有）

資本業務提携
決済代行システムのOEM提供や新
規決済サービスの共同開発を推進中

（DG株式の約2％を保有）

資本業務提携
セレモニーPAY等の業界特化型プ
ロダクトの共同開発を推進中
（DG株式の約1.4％を保有）

戦略パートナー（資本提携先）

合弁パートナー 事業パートナー

合弁パートナー
ホテル/レジャー施設向け
決済事業JVを共同運営

合弁パートナー
ECや通信販売向け後払い
決済事業JVを共同運営

事業パートナー
対面市場を対象とした

AirPayに対し
QR決済機能を提供中

事業パートナー
決済代行システムの

OEM提供や、
新規決済サービスを
共同で推進中

事業パートナー
決済代行システムの

OEM提供中

事業パートナー
BtoB向け決済サービス
「請求書カード払い」
での連携を推進中
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海外大手決済事業者とのパートナーシップ

海外大手決済事業者12社へ日本のローカル決済を提供し、グローバル企業の日本参入を支援
本パートナーシップを活用し、DGFT加盟店に対し海外での決済サービス提供を推進中

アジア
北米

南米

欧州

＜世界主要地域の大手決済事業者12社と提携し、グローバル企業の日本参入を支援＞

1,861.8

6,624.1

64.3 259.4

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

世界 日本

実績 予想

CAGR

世界
+17.2%

日本
+19.0%

合計 3社

合計 1社

合計 3社 合計 5社

世界のPayment Orchestration市場規模（百万米ドル）
<出典: 360i Research>
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Ⅴ．戦略的イニシアチブ/新規育成事業
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Ⅰ．DGFTの新プロダクト「CloudPay Neo」/ ’23.8.1 リリース

暗号資産専用端末不要のQRコード、キャッシュレス決済サービス「CloudPay Neo」開始
全種クレジットカードとPayPay、au Pay、Alipay、Apple Pay等、全方位決済手段に対応

ターゲット市場とサービス拡張サービス概要

専用端末を必要とせず、QRコード
のみで簡単に素早く導入可能な

次世代キャッシュレス決済サービス

消費者の携帯端末を活用した
専用端末不要のキャッシュレス決済サービス

端末設置が課題であった多様なユースケースで
キャッシュレス決済導入を推進

ターゲット市場提供サービス

取扱決済手段(予定)

今後のサービス拡張

クレジットカード

ID決済

国際決済

その他

QRコード設置だけでキャッシュレス決済を導入可能

ID決済からクレジットカードまで、多用な決済に対応

特許出願中

約1.6兆円
キャッシュレス比率

推定 5%

1. リカーリング機能: 
２回目以降の決済を自動化し、決済業務を効率化

2. 多言語対応: User Agentに応じた自動言語切替え
多言語対応によるインバウンドニーズへの対応

3. 上位システム連携: 消費者にあわせた金額表示
外部システムと連携した請求額の連携銀行・コンビニ・

後払いも開発予定

宅配サービス 電気工事事業者 スタジアム

中規模事業者小規模事業者生活支援サービス

＜市場規模＞ ＜市場規模＞ ＜市場規模＞

約3.0兆円
キャッシュレス比率

推定 60%

約1.0兆円
キャッシュレス比率

推定 10%

約0.5兆円
キャッシュレス比率

推定 15%

＜市場規模＞ ＜市場規模＞ ＜市場規模＞

約122兆円
キャッシュレス比率

推定 40%

約397兆円
キャッシュレス比率

推定 60%
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Ⅱ．Crypto Garage / ’21.6【暗号資産交換業登録】

暗号資産

法人向けデジタルアセット金融事業 web3事業

Blockchain
バックエンドサービス

カストディ型
Key Management

web3システム開発

暗号資産交換業登録
金融とBlockchain技術を融合させ

エンタープライズ向け事業開発を推進する
「Crypto Business Enabler」

暗号資産交換業に代表される法人企業向け
デジタルアセット金融・決済サービスの提供

web3プロジェクトを推進する法人向け
web3システム開発支援サービス

提供サービス提供サービス

主なトピックス 主なトピックス

1. SETTLENETの商用提供開始
SETTLENETサービスを国内大手暗号資産交換業
及び海外事業者間で商用提供開始

2. 法人向け新規デジタルアセットサービスの提供
機関投資家向けデジタルアセットカストディサー
ビスとOTC（販売）サービスの提供を開始

1. web3プロジェクト開発支援サービスの構築
web3プロジェクト開発に向けた開発支援サービ
ス「mahola」の商用展開を開始

2. 業界大手・グローバル企業との協業推進
グローバルに展開する大手事業者との共同事業
開発やweb3プロジェクト開発支援を推進中

法人間デジタルアセット
取引の媒介・決済

法人向けデジタルアセット
カストディサービス

法人向けデジタルアセット
OTC（販売）サービス

先端技術力×次世代金融を実現する「デジタルアセット金融事業」と「web3サービス」
機関投資家向けサービスの拡充と大手・グローバル企業と連携したweb3プロジェクトの推進
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今後の連携
注力領域

エンゲージメントプラットフォーム不動産DX事業

不動産電子契約を中心に販売業務全体の
効率化を目的としたサービスを提供する

「不動産DXプラットフォーム」

不動産業界特化型バーティカルSaaS事業として
主要不動産事業者150拠点へ提供拡大

各業界パートナーと連携し不動産業界全体の
DX化を促進するパートナープログラムを始動

パートナープログラムの概要提供サービス

導入実績 パートナープログラム1号案件/今後の注力領域

新築・分譲マンション領域

不動産物件調査業務

不動産流通/仲介領域

不動産業界全体の課題解決を目指し、2つのパート
ナープログラムを通じた新規サービス開発を推進

DX
パートナー

Musubellとのシステム連携に
より、ユーザー利便性を拡大

イノベーション
パートナー

Musubellとの技術やデータ連携
を通じた、業界革新を推進

Open Innovation型サービス拡張

 Cocolive社の不動産業特化のマー
ケティングオートメーションサー
ビスとシステム接続

 顧客データ一元管理による業務効
率化を実現

DXパートナー

提供会社:

1

2

住宅
ローン 保険 商業不動産

ビル賃貸
マンション

管理

暗号資産国内最大級の次世代不動産取引のDXエンゲージメントプラットフォーム「Musubell」
大手不動産事業者とOpen Innovationを推進し、業界全体のDXを推進

Ⅲ．不動産業界のDXを推進する次世代事業「Musubell」

大手不動産事業者が導入。売上 350% 成長（前年同期比）
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Ⅳ-ⅰ．次世代技術領域とスタートアップへの取り組み①

Seed Accelerator ProgramInvestment Open Innovation

暗号資産スタートアップ投資・育成と、大企業との事業を共創する「Open Network Lab」
シードアクセラレーターを起点としたファンドによる資金供給とテクノロジーの社会実装体制を構築

投資

社会
実装

ESG
支援

Onlab・ESG1号
“Earthshotファンド”組成
 Open Network Labと連携し、
プログラム採択・卒業生ならび
にESG関連スタートアップに投資

 海外のESG関連投資家とのネット
ワークを構築し、グローバル水
準のESG投資・経営ノウハウを調
査・研究。当ファンドの投資先
のESG経営を支援

 2010年に開始した日本初のシードアクセラレータープログラ
ム「Open Network Lab」は、これまでに140社を超えるス
タートアップに投資を実行し、各社の事業支援・育成を続ける。

 IPOやユニコーン、米国でのM&Aなど、多数の成功スタート
アップを輩出。

 サンフランシスコのDG717とも連携し、グローバルにチャレン
ジするスタートアップを支援。

＜2010年設立の日本初のシードアクセラレーター＞

IPO M&A(US) Unicorn
Onlabを卒業した成功スタートアップの例

直近のOnlab Seed Accelerator採択スタートアップ

 スタートアップと大企業による
最新テクノロジーを社会実装す
る事業共創プログラム

 グローバルから312社のスタート
アップが応募し、国内大手企業9
社とのマッチングを実施

 先端テーマによるPoCを組成中

Overview

東京都スマートサービス
実装促進プロジェクト

「Be Smart Tokyo」に採択

スマート
シティ

web3/
メタバース

データ
利活用 ・・・

応募スタートアップ分野例
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Ⅳ-ⅱ．次世代技術領域とスタートアップへの取り組み②

米国SFの目抜き通りMarket Street沿いにあるインキュベーションセンター
「DG717」をGlobal Incubation/R&DのHQsとして、大手パートナー企業、
優良スタートアップ/研究機関・IT業界の先駆者と共同で事業・研究開発を推進

DG717

Overview

Leadership

Overview

Leadership

伊藤 穰一

産官学の連携を通じて、次世代技術の
研究開発やスタートアップや大手企業
との協業、コミュニティ構築、DG事
業との連携などを通じ、社会的なイン
パクトを醸成し、誰もが参加できる創
造的な変革を推進するLab

 テック/IT業界の先駆者や優良研
究機関等と連携し、Generative
AI（生成AI）や周辺技術で新たな
価値を生み出すスタートアップを
多 角 的 に 支 援 す る STARTUP
STUDIO

 DGUSでは、GenLabと連動し、
世界中の優良スタートアップの投
資/育成を行うGen AI特化型ファ
ンドを組成予定

Daniel Riedel
Executive Director, GenLab

ex-CEO, NCS 

Brady Forrest 
Founder, 

Ignite Talks 

Hiroki Mitsuhashi
President,

Digital Garage US産学官の連携を通じた取組を強化

＜Global Incubation/R&D HQs＞

デジタルガレージ
取締役 専務執行役員 
Chief Architect
兼）千葉工業大学学長
兼）デジタル庁 デジタル社会構想

会議/web3研究会構成員
兼) 経済同友会 

  企業のDX推進委員会 委員長

暗号資産最先端技術の研究開発を推進する「Digital Architecture Lab」と次世代AI
米国のDG717をIncubation/R&Dの戦略HQsとし、Gen AI特化のStartupStudio「GenLab」を始動
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Ⅵ．サステナビリティ
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サステナビリティ

グローバル規模でのESG関連スタートアップ・ファンドへの投資を推進
国内外のESG・インパクト投資関連の情報発信・イベント登壇

ESG関連の投資 ESG関連の情報発信
■Aurelia Foundry I, L.P. （DG Ventures）

宇宙事業やClimate Tech領域のディープテック
に投資するベンチャーファンド
<投資領域>
・宇宙事業のインフラ、On-Orbit Servicing,

Assembly, Manufacturing（軌道上サービス）
・ Climate Tech、ヘルスケア など

Ariel Ekblaw氏<GP Member>
イェール大学で物理学、数学、哲学の学士号を取得後、MITの博
士課程で、自律的に自己組織化する宇宙構造物に関する宇宙建築
ハビタットを設計。地球、月、火星の軌道上につくる未来の居住
空間や宇宙ステーションに向けての研究に従事。

■ 欧州のESG・インパクトファンドとのイベント登壇

■Onlab Journal にてESGトピックを掲載・啓蒙 https://onlab.jp/journal/

＜byFoundersとイベント開催＞
Tommy Andersen氏と共に、同
社のインパクトレポートを用いて
先進的な取り組み事例を紹介

＜Latitude59イベントの登壇＞
欧州の大規模スタートアップイベ
ントにて、ESG・インパクト関連
投資の事例等をを紹介

新規投資

■ ESG関連の投資支援先スタートアップ

https://onlab.jp/journal/
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サステナビリティ

サステナビリティ委員会の設定

DGグループの主な重点課題
サステナビリティ経営をさらに推進する為、新たに委員会及び専門部署を設置（’23.6.1）

人的資本の有効活用
働く環境の整備

情報セキュリティ
プライバシー保護

スタートアップとの
エコシステム構築

当社カンパニー・本部・室・グループ会社

監督･統括

連携

事務局 事務局

諮問

取締役会

報告

答申

リスクマネジメント
委員会

サステナビリティ
委員会

執行役員

経営会議

社長執行役員

サステナビリティ
経営推進室

リスク
マネジメント室

 サステナビリティ経営の推進機関とし
て、新たに委員会及び専門部署を設置

 社長執行役員を最高責任者として、グ
ループのサステナビリティ経営を強力
に推進

 サステナビリティに関する深い知見を
有する社外取締役がアドバイザリーと
して参加

サステナビリティ経営の推進体制



参考資料
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ご参考資料

参考資料①：補足データ
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2024年3月期以降の事業セグメント区分

・決済とデータ/マーケティングを融合した事業戦略を強力に推進すべく、事業セグメントを統合
・DGグループの事業基盤を活かして垂直立ち上げを図る新規事業および次世代メディア事業について、

5年後の企業価値を牽引する戦略事業と位置付け、1つの事業セグメントに集約

フィナンシャル
テクノロジー

マーケティング
テクノロジー

ロングターム
インキュベーション

本社
新規事業

インキュベーション
テクノロジー

• 決済プラットフォームとマーケティング事業の統合
• クロスセルを徹底強化し、リカーリングな収益モデル

確立

プラットフォーム
ソリューション

（PS）

• カカクコムグループとのグループシナジーによるイン
キュベーション事業群や新規戦略事業

• 国内を中心に、収益の多層化・リカーリング化に資す
るコマースとフィンテックのプロダクトサービス推進

ロングターム
インキュベーション

（LTI）

• グローバルでのスタートアップ投資
• 圧倒的なスピードを持つスタートアップとのアライア

ンスによるテクノロジーとサービスにリーチ

グローバル投資
インキュベーション

（GII）

前期まで 新セグメント
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プラットフォーム
ソリューション決済取扱高 – 非対面・対面別推移

・非対面決済領域は、業種分散された顧客基盤により、新型コロナの影響も抑え安定成長を継続
・対面決済領域は、アライアンス戦略の奏功により加盟店が積み上がり決済取扱高が伸長
（単位：億円）

+12.8%

+36.9%

非対面

対面

YoY
+18.4%

5,793 6,126 6,695 
7,432 7,242 7,486 

8,752 8,080 8,522 7,929 
9,387 9,036 9,466 9,301 

10,550 10,390 10,677 
485 534 

586 
692 1,091 

1,476 

1,794 
1,688 

1,960 
2,219 

2,746 
2,549 

2,902 3,123 

3,584 3,457 
3,972 

6,278 
6,660 

7,281 
8,124 8,333 

8,962 

10,545 
9,768 

10,482 10,148 

12,133 
11,585 

12,368 12,424 

14,135 13,848 
14,648 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

0.30% 0.30%

0.27%

0.22% 0.22% 0.22%
0.24%

0.21% 0.22%
0.20%

0.21% 0.21% 0.20% 0.20%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

取扱高
収益率
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プラットフォーム
ソリューション

6,278 
6,660 

7,281 
8,124 8,333 

8,962 

10,545 
9,768 

10,482 10,148 

12,133 
11,585 

12,368 12,424 

14,135 13,848 
14,648 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

決済取扱高 – 物販・サービス別推移

・サービス分野は、新型コロナ禍による自粛で旅行業が一時停滞したものの、前期から成長加速
・物販分野は、アライアンス戦略により総合小売(スーパー･百貨店等)業を中心に加盟店獲得が継続

物販

サービス

その他

+17.4%

YoY
+18.4%

+24.3%

+6.5%

（単位：億円）
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プラットフォーム
ソリューション決済取扱高 – 業種別増減

・新型コロナウィルス感染症の収束に伴い、旅行業･外食業の決済取扱高が回復
・東芝テックをはじめとしたアライアンス戦略が奏功し、総合小売業の新規加盟店が増加

旅行
+59.7%

総合小売
+29.6%

外食
+56.6%

エンタメ
ホビー

+30.0%

その他
公金

+14.1%食料品
+38.0%

※%は前期比
（単位：億円）

決済取扱高 取引先業種別増減

12,368

14,648
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プラットフォーム
ソリューション決済取扱高 – 非対面・対面別 業種別構成

・非対面決済は、当社グループの強みである旅行業を中心に、幅広い業種で取扱いが拡大
・対面決済は、総合小売業が牽引、新型コロナの収束により外食業・施設利用関連の取扱高も増加

9,466 

10,677 

FY23.3 1Q FY24.3 1Q

その他

エンタメ・ホビー

家電・家具インテリア

施設・チケット予約

公金

情報通信・ASP

旅行系

非対面決済 対面決済
（単位：億円） （単位：億円）

2,902 

3,972 

FY23.3 1Q FY24.3 1Q

その他

外食

施設・チケット予約

車関連

旅行系

総合小売

+10.2%

+61.5%

YoY
+12.8%

YoY
+36.9%

+14.0%

-13.6%

+31.5%

+30.6%
+2.7%

+51.9%

+110.3%
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プラットフォーム
ソリューションインバウンド関連決済

・訪日外国人数は回復傾向も、消費額の大きい中国圏からの来日はコロナ前の3割程度に留まる
・当社グループが取扱うAlipay/Wechatpay決済の回復ポテンシャルは高い

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

その他

欧州

北米

その他アジア

中国・香港

訪日外国人数（エリア別）

306 287 292 
159 

13 

17 

21 
24 

23 

15 

17 
22 

31 
35 

43 
48 

126 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

インバウンド関連QRコード決済

その他対面決済

対面決済取扱高
（単位：億円）出所：JNTO
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プラットフォーム
ソリューション決済関連投資・費用

・24/365の安定稼働・セキュリティの堅牢性確保の為、決済システムへの投資を継続的に実施
・オペレーションの冗長化等に伴い固定費は漸増、限界利益率は現在の水準を維持する見込み

（単位：百万円） （単位：百万円）

決済関連投資・減価償却費 決済関連費用・限界利益率

331 321 
282 

344 
398 

294 
349 

297 
336 

264 
275 

293 297 302 293 302 302 
288 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

設備投資額

減価償却費

974 1,017 1,075 1,115 1,118 1,103 1,122 1,139 1,139 

275 
355 281 

378 297 301 344 356 419 

142 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

一過性費用

変動費

固定費

88.0% 85.5%
89.1%

85.0%
88.1% 88.7% 88.2% 87.2% 85.9%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

限界利益率
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プラットフォーム
ソリューションマーケティング事業収益・デジタルアド取扱高

・主力のデジタルアドは、収益・広告取扱高ともに四半期の変動はあるものの、長期的に安定して推移
・1Qのデジタルアドにおける金融領域の広告取扱高は、取引先の予算縮減により減少

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FY16.6 FY17.3 FY18.3 FY20.3 FY20.3 FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

金融領域以外

金融領域

（単位：百万円）

マーケティング事業収益

1,105 1,101 962 1,124 1,034 1,088 1,064 1,200 1,063 

993 1,025 1,154 
1,326 

916 966 1,202 1,153 
921 

3,403 3,283 3,298 

3,673 

3,113 3,103 3,186 

3,522 

2,977 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY22.3 FY23.3 FY24.3

不動産広告

EC支援/CRM

デジタルアド

デジタルアド取扱高

+0.6%

+2.8%

YoY

-4.3%
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グローバル投資
インキュベーション営業投資有価証券の推移 / 通貨別・エリア別構成

・1Qは為替が円安傾向で推移したことにより、外貨建て営業投資有価証券の公正価値が増加
・６月末時点の営業投資有価証券の公正価値は726億円（前期末比 49億円増）

45.3%

北米

22.1%
アジア

17.7%

日本

0.2%
欧州

14.6%
その他

363 
406 

438 
472 

508 

615 
667 

780 

866 

798 

722 
677 

726 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
FY21.3 FY22.3 FY23.3 FY24.3

その他

印ルピー

日本円

米ドル

営業投資有価証券残高（通貨別） 投資先 エリア別比率
（単位：億円） （単位：百万円）
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グローバル投資
インキュベーション

77,950 

86,565 
79,769 

72,193 
67,676 

72,594 

22.3 22.6 22.9 22.12 23.3 23.6
FY22.3 FY23.3 FY24.3

投資残高上位5社の推移

・シード･アーリーを中心とした200社以上のスタートアップ及びLP出資によりポートフォリオは分散
・投資EXITの推進によるキャッシュ創出・新規投資の厳選により、5ヵ年で投資残高は逓減する計画

（単位：百万円）

ポートフォリオ上位5社の残高比率

上位5社

56.0 % 56.0 % 65.1 % 65.1 % 63.9 % 63.5 %その他
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ご参考資料

参考資料②：ビジネスモデル
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プラットフォーム
ソリューションクレジットカード取引の業界構造

契約
お金

国際ブランド
VISA/MASTER/AMEX/DINERS/JCB

アクワイアラー
加盟店開拓/管理

イシュアー
クレジットカード発行

カード会員
購入者

カード加盟店
 EC事業者/店舗事業者

ブランドメンバー契約

加
盟
店
契
約
（
直
接
契
約
）

包括
代理契約

決済代行
契約

カ
ー
ド
会
員
契
約

商品・サービス購入

カ
ー
ド
代
金
支
払
い

代金支払い

代金立て替え払い
（手数料原価差引）

代
金
支
払
い
（
手
数
料
差
引
）

代金立て替え払い
（手数料差引）

手数料
支払い

手数料
支払い

手数料支払い

ブランドメンバー契約

決済代行事業者
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プラットフォーム
ソリューション決済代行サービスの商流

ECサイト事業者や対面加盟店とカード会社やコンビニなどの決済サービスを提供する企業の間に入り、
クレジットカード決済を始めとした多数の決済を一括の契約とシステムで導入できるサービス

電文
お金購入者

consumer
加盟店

merchant

②決済情報 ③決済情報①注文

④結果通知⑤結果通知

⑥代金支払

⑦商品提供

⑧手数料を引
いた額を入金

⑨代行手数料を
引いた額を入金

決済代行事業者
Payment service provider

決済手段
Means of payment

ECサイト

実店舗

カード会社

銀行決済

コンビニ決済

電子マネー決済

キャリア決済

ID決済

海外決済

QRコード決済

後払い決済
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プラットフォーム
ソリューション決済代行サービスの契約形態

各種決済機関との契約手続きや売上金額の入金
などを一括代行

• 当社がカード会社や金融機関など決済提供会社との契
約手続きを一括代行

• 毎月の売上金は当社から加盟店へ一括入金
• 収納面の窓口が一本化
• 入金管理・確認などの業務が効率化

加盟店で締結したカード会社との加盟店契約を
元に、PSP提供の決済システムの導入によりク
レジットカード決済処理を自動化

• 決済システムを提供しカード決済処理を自動化
• 加盟店はカード会社と直接契約
• 当社は決済に必要なソフトウェアや取引管理ツールを
提供

• ソフトウェアの導入支援対応も行う

収納代行型（包括契約）

決済データ処理型（直接契約）

加
盟
店

決
済
機
関

決済データ処理
決済データ処理

加盟店契約

月額費
売上金より手数料
を引いた額を入金決済代行手数料を

引いた額を入金

決済代行
事業者

加
盟
店

決
済
機
関

決済データ処理 決済データ処理

データ処理契約

月額費/手数料

売上金より手数料を引いた額を入金

決済代行
事業者

加盟店契約
電文

お金
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プラットフォーム
ソリューション消費者向け（C2C）決済の市場規模

65 72 79 86 92 99 
21 23 27 31 36 40 

18年 19年 20年 21年 22年(予想) 23年(予想) 24年(予想) 25年(予想) 26年以降

EC決済市場

対面キャッシュレス
決済市場

キャッシュレス化余地
(現金決済等)

国民最終支出 305
289

政府目標
キャッシュレス化率

～80％

（単位：兆円）

下記資料を参考に当社にて推算
内閣府「2021年度国民経済計算」 / 矢野経済研究所「2022年版 国内キャッシュレス決済市場の実態と将来予測」 / 経済産業省「キャッシュレス・ロードマップ2022」 /
経済産業省「令和3年 電子商取引に関する市場調査」 / デロイトトーマツ/ミック経済研究所「ECにおけるネット決済代行サービス市場の現状と展望 2022年度版」

・キャッシュレス決済市場は、非対面決済･対面決済ともに引き続き高い成長が見込まれる
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プラットフォーム
ソリューションデジタルマーケティングの商流

・総合的なデジタルマーケティングを通じ、顧客の事業成長を支援
・決済事業と連携したフィンテックソリューションやCRM、データを活用したソリューションを提供

銀行・カード
証券・決済・金融全般

クライアント企業 接点

通販・EC

コスメ・消費材メーカー
Webメディア SNS

検索エンジン アプリ

マスメディア 店頭

生活者が接触するあらゆるメディアや
空間に興味喚起・購買意欲を促進

アプリ・ゲーム・電子書籍
コンテンツサービス

不動産デベロッパー

流通・小売

他、人材・交通
ホテル・旅行、等

委託

DX戦略の
協業

インターネット広告全般
(購買促進・集客・ブランド認知)

顧客データベース開発・分析

アプリ開発 メディア開発

AIソリューション

GAFA対抗プラットフォーム

DX化・IT化における共同事業

マーケティング事業 生活者
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PS LTI決済を軸とした多層的な事業と収益機会

・決済を中心として安定的な収益を継続的に生み出すプラットフォームを構築
・既存事業のほか、DX/金融フィンテック/次世代メディア等を加えた多層的な収益機会の創出を目指す

次世代メディア

B2B決済/資金繰り改善

決済プラットフォーム

マーケティングサービス

DX/キャッシュレス化
プロダクト

決済・購買データ

消
費
者

ロングターム
インキュ

ベーション

事業者
(加盟店)

認知から購買までの
消費者行動データ

B2B取引

DX化
キャッシュ

レス化

決済

集客

卸売業者
メーカー

マーケティング
サービス

新規サービス
の共同開発

決済事業者
金融機関

・カード
・電子マネー
・銀行
・QR決済

etc..

決済パートナー

プラット
フォーム

ソリューション
会員獲得
口座開設
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ご参考資料

参考資料③：
キャッシュフロー・アロケーション / 株主還元
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事業キャッシュフローの定義

投資事業収入
・有価証券の売却収入
・ファンドからの分配金
・受取配当金 等

投資事業コスト
売却益にかかる

法人税等

PSセグメントの
 キャッシュフロー※

※EBITDAから持分法利益
及び一過性損益を控除

本社コスト関係会社からの
受取配当金

基礎事業
キャッシュフロー

投資事業
キャッシュフロー

基礎事業キャッシュフローの計算式

投資事業キャッシュフローの計算式

新規事業(LTI)の
キャッシュフロー

新規事業のキャッシュフローがプラスとなった際に
基礎事業キャッシュフローに加算
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キャッシュフロー・アロケーション

・経常的な創出が見込まれる基礎事業CFと、ボラティリティが高い投資事業CFに原資を分離
・成長機会・財務状況を勘案しながら、戦略的なキャッシュフロー・アロケーションを実施

既存事業の成長投資

新規事業の成長投資

株主還元

財務体質の改善

戦略投資（M&A・資本提携等）

スタートアップ投資

成長投資／追加還元

基礎事業
キャッシュフロー

投資事業
キャッシュフロー

キャッシュフロー・アロケーション

－5年配当総額100億円以上
－基礎事業CFに対する配当性向20％以上

－収益基盤の維持拡大

－企業価値を創出する次世代事業の開発を推進

－投資事業収入の30%が上限

－事業環境・投資機会を踏まえ戦略的に判断
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株主還元方針

新規事業(LTI)
による配当上乗せ

PSセグメントを中心とした
キャッシュフローからの安定配当

FY28.3

基礎事業CFによる株主還元イメージ

FY24.3

基
礎
事
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

第1階層
(PS)

第2階層
(新規事業)

投資事業CFによる
追加還元

中期経営計画期間

100億円以上

株主還元方針

配当性向
20%以上

事業環境と投資機会を総合的に勘案し
成長投資または追加還元を判断

新規事業の立ち上げにより
更なるキャッシュフローを創出し

配当の拡充を目指す

持続的な利益成長が見込まれる
PSセグメントのキャッシュフロー

をベースとした安定配当を計画

＜単年度方針＞

・配当政策は、PSのキャッシュフローを中心とした安定配当に加え、新規事業による上乗せを目指す
・加えて、投資事業CFによる追加還元（特別配当･自己株式取得 等）を積極的に検討



本資料に記載された今後の見通し、戦略などは現在の弊社の判断であり、様々な要因の変化により、将来の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご了承ください。
この文書は、投資家向け説明資料として一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたものではありません。また、この文書は、米国その他証
券の売付けまたは買付けの勧誘を行うにあたり証券法の登録または資格要件の充足が必要となる地域における証券の売付けまたは買付けの勧誘を構成するものではありませ
ん。当社又は当社連結子会社の証券いかなる証券も 米国の1933年証券取引法（以下「1933 年米国証券法」といいます。）に基づいた登録がなされておらず、 1933 年米
国証券法に基づく登録を行うか、または登録の免除を受ける場合を除き、米国において証券の売付けまたは勧誘を行うことはできません。米国において証券の公募を行う場
合には、公募を行う会社及びその経営陣ならびに財務諸表に関する情報を記載した目論見書によって行うこととなります。
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